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課題も諦めずにゴー
ルを目指しました！
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　一般会計の歳入面では、前年度と比較して16億9482万

円減少しています。

　町税は、町民税個人分・法人分及び固定資産税を合わ

せ、前年度と比較して１億3366万円（3.43％）減少し、

令和５年度の震災復興特別交付税が３億3815万円交付さ

れ、財政調整基金年度末残高は９億3230万円増加となり

ました。

　広野ＩＧＣＣパワー合同会社に係る固定資産税大規模

償却資産分による税収が減少となり、次年度以降はさら

に逓減していくことが予測され、また、その他の税収増

は見込めない状況にあるため、中長期的に歳入財源の確

保は厳しさを増すものと思われます。

　町税及び使用料等の収入未済額については、前年度と

比較して303万円(5.16％ )増加し、実質未納額は6182万

円となっています。

　歳出全体としては、前年度と比較して18億5237万円減

少しており、要因は、総務費における基金積立金、特別

会計繰出金の減少、土木費における事務的負担金の減少

によるものです。

　比率が低いほど財政運営に弾力性がある経常収支比率

は、59.3％で前年度と比較して3.0ポイント増加してお

り、　要因は、分母となる固定資産税大規模償却資産分

の逓減によるものです。

　また、国民健康保険や介護保険特別会計の給付費は、

高い水準で推移しており、高齢者の疾病の早期発見、適

正医療のよる重症化防止により、歳出の削減が求められ

ます。

　各会計の歳入歳出決算等は正確なもの

と認め、予算の執行についても、適正か

つ効率的に行われていると認めました。

　町の財政状況は、広野火力発電所の固

定資産税の大規模償却資産分への依存度

が依然として高い状況にあります。

　財政力を示す指標である財政力指数は、

１を超えるほど余裕財源を保有すること

となりますが、令和５年度は、1.438と

なり、普通交付税が交付されない不交付

団体となりました。

　令和６年度以降、広野ＩＧＣＣパワー

合同会社に係る固定資産税の大規模償却

資産分は毎年逓減する税収であることを

鑑み、令和５年度に実施した施策の結果

を検証するとともに、町民のための優先

事業等を見極め、さらなる財政の健全化

を図る必要があると思います。

決算審査報告・審査意見令和５年度決算のあらまし

鯨
くじらおか

岡 公
こういち

一 代表監査委員

　令和６年第３回定例会を９月10日から13日までの会期で開き、町から提出された21の議案等

を審議しました。

　９月定例会は決算議会でもあり、令和５年度の一般会計及び特別会計の決算を認定しました。

　また、令和６年第３回臨時会で否決した、広野町学校給食共同調理場建設工事の工事請負契

約の締結に係る議案が改めて提出され、原案のとおり可決しました。
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各会計の決算状況各会計の決算状況
　　　　 　（単位：千円）　　　　 　（単位：千円）

会　　計　　別 予　算　額
決　　算　　額 歳 入 歳 出

差 引 額
（形式収支）

翌 年 度 へ
繰り越すべき
財 源

実 質 収 支
歳 入 総 額 歳 出 総 額

一　般　会　計 5,817,954 5,977,811 5,276,375 701,436 112,067 589,369 

特　

別　

会　

計

国 民 健 康 保 険 825,928 797,324 730,996 66,328 0 66,328 

土 地 開 発 事 業 91,183 91,243 90,752 491 0 491 

公共下水道事業 194,634 196,468 141,598 54,870 0 54,870 

農業集落排水事業 36,172 36,127 31,550 4,577 0 4,577 

介 護 保 険 766,536 768,164 624,006 144,158 0 144,158 

後期高齢者医療 41,706 41,633 40,765 868 0 868 

小  　計 1,956,159 1,930,959 1,659,667 271,292 0 271,292 

令和５年度決算額合計 7,774,113 7,908,770 6,936,042 972,728 112,067 860,661 

一般会計歳出決算・貯金と借金の推移

0円

10億円

20億円

30億円

40億円

50億円

60億円

70億円

80億円

53億2469万円 

48億6万円 

57億380万円 

71億2874万円 

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

一般会計歳出決算額 財政調整基金
（貯金）

一般会計地方債
（借金）

52億7637万円 

24億4170万円 24億4702万円 
19億7049万円 

19億6804万円 17億6763万円 15億6596万円 

28億7099万円 

13億7412万円 

38億330万円 

11億9532万円 

財　政　指　標財　政　指　標

指　標

実質収支比率 経常収支比率 公債費負担比率 財政力指数

　標準財政規模に対す
る実質収支額の割合

　経常経費に充てた
一般財源の経常一般
財源に対する割合

　公債費に充当され
た一般財源の一般財
源総額に対する割合

　財政力を表す指数、
１を超えるほど余裕
財源を保有

基準等 ３～５%適正 80%以下 15%以上警戒 １以上で不交付団体

実績値 15.1% ※１ 59.3% 3.7% 1.438

前年度比 3.6%落込み ※２ 3.0%落込み 0.3%落込み 0.156落込み

※１ 適正基準よりで予算残額が多い状況

※２ 予算残額の増加による落込み
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９月９月
定例会定例会 議　案　審　議　　

令和５年度決算令和５年度決算

上・下浅見川
特別振興事業助成金

　他地区の伝統文化継承の取組についても助成金を出せ

ないか伺います。

北郷　伯弘 議員 他地区への助成は？

　様々な伝統文化を継承する取組がされていることは承

知しており、内容等を精査して対応していきます。

飯島 総務課長 内容等を精査して対応

町民号運行事業

　町民号運行事業の効果について町の評価を伺います。

西内　玄太 議員 事業の効果は？

　宮城県・山形県方面に82名が参加、年々に減少傾向に

ありますが、参加者からは「非常に良かった」という声

をいただいております。

飯島 総務課長 参加者から好評

二ツ沼総合公園指定管理料
公設商業施設指定管理料

　振興公社への指定管理料について、決算収支を見ると

もう少し減額してもいいと感じますが、町の意見を伺い

ます。

高木　光雄 議員 指定管理料は適正か？

　改革をして費用を縮小してきた経緯があり、適正な価

格と認識しています。

　社会情勢による高騰分は今後考慮していきたいと考え

ています。

小松 復興企画課長 適正な価格と認識

大滝神社例大祭（令和５年度）

パークゴルフ場コース整備の様子

第34回町民号
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まちづくり・賑わい創出事業

　振興公社決算資料で公園事業費が予算額に対し決算額

が748％となっている理由を伺います。

西本　久雄 議員 決算過大の理由は？

　事業内容を途中で変更して事業を実施し、決算に金額

を載せたもので、振興公社の中での決算になります。

小松 復興企画課長 事業内容を変更して実施

市町村先駆的健康づくり
実施支援事業

　どのような先駆的健康づくりを委託したのか伺います。

門馬　まりえ 議員 先駆的事業の内容は？

　血糖値のチェックを行っております。

　３回開催し、延べで44人の参加をいただきました。

佐藤 健康福祉課長 血糖値のチェックを実施

森林病害虫等防除事業

　予算不足で隣り合うナラ枯れを２本中１本しか切られ

ないことがありましたが、予算の計上方法を伺います。

渡邉　忠義 議員 予算の計上方法は？

　可能な限り補正予算等を加味しながら、今後はそう

いったことが無いように取り組んでいきたいと思います。

黒田 産業振興課長 補正予算を加味する

福島県新規就農者
育成総合対策事業

　新規就農者が町に１人居たかと思いますが、現状・そ

の後の経過について伺います。

遠藤　浩 議員 新規就農者の現状は？

　昨年度より新規就農していますが、現在体調不良で休

業をしている状況です。

黒田 産業振興課長 体調不良で休業

公園事業（光プロジェクト）

ナラ枯れした木

セミナーの様子
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各 議 員 の 評 価 ・ 提 言各 議 員 の 評 価 ・ 提 言
令和５年度決算令和５年度決算

つなげよう！令和７年度予算編成へつなげよう！令和７年度予算編成へ
　令和５年度の町政運営を各議員はどう評価したのか、決算審議を通して令和７年度予算編成に向
けた提言や期待することなどをお伝えします。

　初めての令和５年度決算を迎えました。

　各事業の説明を受け適切に事業は行われてい

ました。

　引き続き令和６年事業、令和７年当初予算に

ついても住民と広野町の今後の為にしっかり計

画・執行されるかを確認していきます。

西本　久雄 議員 （全決算賛成）

　町の財源である「大規模償却資産」は、逓減

する税収です。

　財政健全化を図る一方で、優先事業を適時に

実施する予算編成を望みます。

　また、町民が一同に集いコミュニティー意識

が更に形成される事業の実施に期待します。

遠藤　浩 議員 （全決算賛成）

　特定健診は国から実施率を示されており、当

町では若干目標値を下回っている状況です。

　健診の実施率向上と生活習慣の改善対象者を

見極め、適切な保健指導を受けてもらえるよう

理解の醸成に努めていくべきだと考えます。

門馬まりえ 議員 （全決算賛成）

　今回の決算は、全ての会計で歳入歳出ともに

適切に運営が行われたものと認識します。

　来年度以降は、事業や公共施設の見直しを進

め、より効率的な財政運営が行われることを期

待します。

西内　玄太 議員 （全決算賛成）

　令和５年度の一般会計決算において、町税及

び使用料の収入未済額が前年度に比べ増えてい

る状況です。

　自主財源の確保と負担の公平性の観点から、

滞納者の徴収方法を見直すなど、徴収対策に力

を入れて欲しい。

北郷　伯弘 議員 （全決算賛成）

　財政健全化の維持に努めてください。

　少子高齢化に伴い、人口が減少すると、税収

は減額します。

　縮小する歳入に対し、歳出のやりくり、政策

のあり方の見直しが重要となります。

　財政の創意工夫に努めてください。

渡邉　忠義 議員 （全決算賛成）

　議員として、決算審査は次年度予算編成へ反

映するためにも大変重要であります。

　そこで当町でも他自治体が実施している決算

特別委員会の設置を検討し、活発な質疑や審査

を行う環境作りを提案いたします。

高木　光雄 議員 （全決算賛成）

渡邉　正俊 議長

同じ賛成でも、
議員の視点は
様々です。
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令和６年度９月補正予算令和６年度９月補正予算
会計名 補正額 補正後の予算額 主な内容（一般会計）

一 般 会 計 2億9879万円 59億8377万円 ●�双葉地方広域市町村圏組合
　塵芥処理費負担金

2122万円増

●�小学校黒板交換工事（新規）
1114万円

●�海外出張旅費（新規）
150万円

●�林業振興調査委託料（新規）
214万円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 4702万円 8億4422万円

土 地 開 発 事 業 48万円 5507万円

介 護 保 険 1億4415万円 7億1592万円

後期高齢者医療 86万円 6159万円

下 水 道 事 業 会 計 3億6872万円

合　計 4億9130万円 80億2929万円

　海外で情報発信を行うことで町にどのようなメリットがあると考えているか伺います。

西内　玄太 議員

海外（ワシントンＤ.Ｃ.）出張旅費

　福島県の健全性や広野町の取組等をアピールする効果があると捉えています。

飯島 総務課長

海外大学での講演、町のメリットは？

町の取組等をアピール

　巨木フォーラムに向けた調査、開催に向けた準備をするとのことですが、町にどのようなメリッ

トがあると考えているか伺います。

西内　玄太 議員

林業振興調査委託料

　復興状況及び自然豊かな里山の魅力を発信することにより、交流人口拡大を図っていきたいと考

えています。

黒田 産業振興課長

巨木フォーラム、町のメリットは？

交流人口拡大を図る

議会の提言を予算化！議会の提言を予算化！
　５月に実施した産業厚生常任委員会「所管施設の調査について」において、執行部に要請
した内容に係る予算が計上されましたので紹介します。

児童館館庭フェンス設置工事
（143万円）

フェンスで囲われていない館庭北側

こども園窓ガラスフィルム設置及び貼替
（44万円）

ガラス面が多いこども園
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　工事場所　広野町中央台三丁目１番地　地内

　工　　期　議会議決日の翌日～令和７年７月31日

　請 負 額　６億２５９０万円

　受 注 者  横山・西本特定建設工事共同企業体

　入 札 額　６億３０００万円

　　　　　　（税込額　６億９３００万円）

　令和６年７月10日の第３回臨時会において、広野町学校給食共同調理場（給食センター）建設工
事の工事請負契約を締結する議案が提出されました。
　令和６年６月26日に執行した入札が不落となったことから、最低価格入札者より見積りを徴した
結果、予定価格を下回り、地方自治法施行令第167条の２第１項第８号の規定（競争入札に付し入
札者がいないとき、又は再度の入札に付し落札者がいないとき）に基づく随意契約により工事請負
契約を締結する内容となっており、入札や契約手続きの適切性について審議し、反対多数で原案否
決となりました。

７月10日

第３回

臨時会

広野町学校給食共同調理場建設工事広野町学校給食共同調理場建設工事

入札不落に伴う随意契約による
工事請負契約の締結を審議

　入札額と請負額で多額の差が生じており、不落となった時に設計等の見直し、何か違っているの

ではないかという判断はなかったのか伺います。

西本　久雄 議員

　最低価格入札者に随意契約による契約の意思確認をして、見積書の再提出を依頼し、予定価格を

下回る金額が提示されたため、随意契約に踏み切りました。

　同時並行で設計等の見直し等も行っていました。

加賀 学校教育課長

設計等の見直しは？

随意契約手続きと同時並行で実施

賛成３・反対４賛成３・反対４

遠藤　浩 議員
　入札額と予定価格に多額の差が生じてお

り、予定価格の疑念を払えません。

　また、不落随意契約とする解釈と手続き

には無理があります。

門馬　まりえ 議員
　執行部で条例もチェックをして該当にな

ると判断されており、初めての事例でもあ

りません。

　夏休み中心の工事で、子ども達に負担を

かけないよう委員会でも話をしています。

高木　光雄 議員
　設備関係の見積りなど、開示するところ

は開示して、もう一回入札をやり直すとい

うのが本来かと思います。

北郷　伯弘 議員
　金額的に差はありましたが、給食セン

ターの将来に向けた目的を考え、工事の締

結に賛成します。

反対討論

否 決

賛成討論
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給
食
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事

　令和６年８月８日の第４回臨時会において、林専道狼山叶沢線（５工区、６工区）開設工事の工
事請負契約を締結する議案が提出され、全会一致で原案可決となりました。

　令和６年９月11日の第３回定例会第２日において、第３回臨時会で否決となった広野町学校給食
共同調理場建設工事の工事請負契約を改めて締結する議案が提出されました。
　本議案は第３回臨時会での否決を経て、建設工事（給食センター）と外構工事（ロータリー部分）
の分離、外壁の仕様を変更する設計変更がなされ、見積り採用単価を公開しての入札を９月３日に
執行し、落札となった工事請負契約を締結する内容となっており、変更内容等について審議し、賛
成多数で原案可決となりました。

　工事名称　広野町学校給食共同調理場建設工事
　工事場所　広野町中央台三丁目１番地　地内
　工　　期　議会議決日の翌日～令和７年10月31日
　請 負 額　６億１８２０万円
　受 注 者  横山・西本特定建設工事共同企業体

　工事名称　林専道狼山叶沢線（５工区）開設工事
　工事場所　広野町大字上浅見川字狼山地内外
　工　　期　議会議決日の翌日～令和７年２月28日
　請 負 額　６１２７万円
　受 注 者  株式会社　金村組

　工事名称　林専道狼山叶沢線（６工区）開設工事
　工事場所　広野町大字上浅見川字狼山地内外
　工　　期　議会議決日の翌日～令和７年２月28日
　請 負 額　６９０８万円
　受 注 者  株式会社　五社山建設

８月８日　第４回臨時会

９月

第３回

定例会

広野町学校給食共同調理場建設工事広野町学校給食共同調理場建設工事

設計変更・再度の入札による
工事請負契約の締結を審議

　本体工事と外構工事を分離するとそれだけ経費が掛かりますが、何か意図があってしたのか伺い

ます。

高木　光雄 議員

　全く同じ設計内容では再度の入札にかけることができず、明確に前回と今回の設計が違うものと

するためです。

加賀 学校教育課長

工事分離の意図は？

再度の入札に際し、明確に設計を変更

高木　光雄 議員
　提供食数300食に対して建設コストが高く、広野町の財政状況からみて、建物を２

階建てから１階建てにする、二ツ沼総合公園の農産物加工施設を改修して活用等する

べきだと思います。

反対
討論

賛成６・反対１賛成６・反対１

可 決

林専道狼山叶沢線
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委

員

会

報

告

８月５日（月）
総務文教常任委員会
調査件名

●給食センターの改修について
●広野駅周辺開発について
●所管施設の調査について
　・広野中学校

●
建
設
工
事

　

第
３
回
臨
時
会
に
お
い

て
工
事
請
負
契
約
の
締
結

を
議
会
が
否
決
し
た
こ
と

を
受
け
、
給
食
セ
ン
タ
ー

本
体
と
ロ
ー
タ
リ
ー
部
分

を
分
離
す
る
よ
う
設
計
変

更
を
行
い
再
度
入
札
を
行

う
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
本
体
工

事
は
、
令
和
６
年
９
月
末

着
工
、
令
和
７
年
10
月
末

完
了
予
定
で
、
令
和
７
年

度
の
３
学
期
中
か
ら
の
給

食
提
供
を
目
指
す
工
程
で

進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で

し
た
。

●
給
食
展
示
等

　

町
職
員
、
こ
ど
も
園
職

員
、
保
健
師
等
が
参
加
し
、

６
月
に
第
１
回
目
の
食
育

の
検
討
会
を
開
催
し
た
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

肥
満
度
が
高
い
こ
と
、

お
達
者
度
が
低
い
こ
と
な

ど
の
町
の
状
況
を
鑑
み
、

町
全
体
の
食
育
の
発
信
基

地
と
し
て
活
用
で
き
る
よ

う
検
討
を
進
め
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

●
新
広
野
駅
舎

　

Ｊ
Ｒ
水
戸
支
社
に
よ
り

コ
ン
パ
ク
ト
駅
舎
の
建
設

が
開
始
さ
れ
た
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

広
野
駅
舎
を
交
流
施
設

に
改
修
す
る
広
野
駅
交
流

施
設
改
修
工
事
に
つ
い
て

は
、
今
年
度
か
ら
来
年
度

に
か
け
て
実
施
し
、
令
和

８
年
度
か
ら
９
年
度
に
か

け
て
は
広
野
駅
西
側
ロ
ー

タ
リ
ー
整
備
工
事
を
実
施

す
る
予
定
と
の
こ
と
で
し

た
。

●
駅
東
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　

地
域
の
魅
力
向
上
、
移

住
定
住
の
促
進
な
ど
を
実

現
す
る
た
め
、
町
と
パ
ナ

ソ
ニ
ッ
ク
ホ
ー
ム
ズ
株
式

会
社
に
加
え
、
16
社
に
参

加
い
た
だ
き
協
議
会
を
立

ち
上
げ
た
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

今
後
、
協
議
会
に
お
い

て
、
先
進
地
の
視
察
や
研

修
等
を
行
い
、
こ
れ
ま
で

に
な
か
っ
た
地
域
サ
ー
ビ

ス
を
企
業
と
共
に
実
現
で

き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

給駅
総務文教総務文教

食
セ
ン
タ
ー
の
建
設

周
辺
開
発

●
施
設
の
概
要

　

広
野
中
学
校
の
現
校
舎

の
概
要
に
つ
い
て
は
、
校

舎
が
昭
和
45
年
建
築
で
築

54
年
、
実
習
棟
が
平
成
24

年
建
築
で
築
12
年
、
体
育

館
が
平
成
２
年
建
築
で
築

34
年
、
い
ず
れ
も
法
定
耐

用
年
数
は
47
年
で
あ
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

　

校
舎
に
お
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
耐
震
補
強
工
事
、

校
舎
の
空
調
設
備
工
事
、

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
工
事
等
を
行
っ

広
総務文教

野
中
学
校

工事が進む新広野駅舎（コンパクト駅舎）

て
き
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

体
育
館
に
つ
い
て
は
大

規
模
改
修
を
控
え
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
空
調
の

設
置
に
つ
い
て
も
検
討
を

し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
。

　

ま
た
、
校
舎
が
建
て
替

え
の
時
期
に
来
て
い
る
こ

と
を
喫
緊
の
課
題
と
と
ら

え
、
財
政
状
況
等
も
踏
ま

え
て
検
討
を
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

委員会 報告委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します



11 10

委

員

会

報

告

委員会 報告委員会 報告
各常任委員会の活動状況  を報告します

８月７日（水）
産業厚生常任委員会
調査件名

●所管施設の調査について
　・広野町老人福祉センター　
　・広野町保健センター

●
設
置
目
的
・
事
業
内
容

　

老
人
福
祉
の
振
興
を
図

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
設

置
さ
れ
、
開
設
当
初
か
ら

社
会
福
祉
法
人
広
野
町
社

会
福
祉
協
議
会
が
管
理
を

行
う
と
と
も
に
、
生
き
が

い
ミ
ニ
デ
イ
事
業
等
の
業

務
を
町
か
ら
受
託
し
て
実

施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

●
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　
及
び
リ
ス
ク
管
理

　

令
和
５
年
４
月
の
職
員

不
祥
事
発
生
に
伴
い
、
令

和
５
年
５
月
26
日
に
コ
ン

プ
ラ
イ
ア
ン
ス
行
動
方
針

を
定
め
て
す
べ
て
の
活
動

の
基
本
に
置
く
こ
と
と
し
、

点
検
等
の
打
ち
合
わ
せ
に

よ
り
改
善
を
進
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

違
反
が
出
た
場
合
で
も

し
っ
か
り
対
応
で
き
る
よ

う
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
相
談

窓
口
の
整
備
を
す
る
よ
う

要
請
し
ま
し
た
。

　

行
動
方
針
に
定
め
た
研

修
体
系
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
昨
年
度
は
県
社
会
福

祉
協
議
会
等
の
研
修
に
延

べ
15
日
程
参
加
し
、
今
年

度
は
外
部
講
師
を
招
い
た

研
修
を
秋
に
行
う
ほ
か
、

楢
葉
町
の
通
所
介
護
事
業

所
と
の
人
事
交
流
も
行
う

予
定
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
施
設
の
状
況

　

Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
平
屋
建
で
、

東
日
本
大
震
災
時
も
軽
微

な
被
災
で
済
み
、
樹
脂
注

入
の
修
繕
だ
け
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

今
後
は
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
等
の

環
境
整
備
を
予
定
し
て
い

る
と
の
こ
と
で
し
た
。

老
産業厚生

人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
設
置
目
的
・
事
業
内
容

　

健
康
の
保
持
及
び
増
進

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
設
置
さ
れ
、
正
職
員
保

健
師
４
名
と
会
計
年
度
任

用
職
員
１
名
、
夜
間
管
理

員
１
名
を
配
置
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

保
健
師
の
訪
問
活
動
に

つ
い
て
は
、
震
災
直
後
は

全
世
帯
に
対
し
て
行
っ
て

い
ま
し
た
が
、
現
在
は
健

診
結
果
に
基
づ
く
ハ
イ
リ

ス
ク
者
や
母
子
に
対
す
る

訪
問
を
主
と
し
て
行
っ
て

い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

　
及
び
リ
ス
ク
管
理

　

福
島
県
自
治
研
修
セ
ン

タ
ー
や
町
独
自
の
研
修
会

等
に
お
い
て
服
務
規
律
遵

守
等
の
徹
底
に
取
り
組
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

●
施
設
の
状
況

　

ガ
ラ
ス
面
が
多
い
施
設

で
、
朝
一
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
の
エ
ア
コ
ン
を

つ
け
る
、
健
診
の
際
は
窓

に
紙
を
貼
る
等
の
暑
さ
対

策
を
し
て
い
る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

そ
の
他
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
ル
ー
ム
利
用
時
の
着
替

え
る
場
所
が
無
い
、
調
理

実
習
室
の
利
用
は
健
康
づ

く
り
に
関
す
る
も
の
に
限

る
な
ど
施
設
の
状
況
を
確

認
し
、
環
境
整
備
や
周
知

に
よ
る
利
用
促
進
を
図
る

よ
う
要
請
し
ま
し
た
。

保
産業厚生

健
セ
ン
タ
ー

常任委員会後に整備された
トレーニングルーム更衣室

生きがいミニデイ事業（料理教室）

ＬＥＤ化されていない老人福祉センター
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意
見
交
換
会
報
告

意見交換会の様子

令和６年令和６年
11月11月

町執行部より意見の報告書についての回答町執行部より意見の報告書についての回答

皆さんの生の声をお聞かせください！皆さんの生の声をお聞かせください！

町民と議員との意見交換会を開催町民と議員との意見交換会を開催

　町民に開かれた議会、町民参加を推進する議会を目指し、令和６年５月23日から25日までの３日

間の日程で開催した「町民と議員との意見交換会」。

　その後、全員協議会で意見を取りまとめ、７月５日に議長から町長へ意見の報告書を提出しました。

　７月16日に町執行部から回答があり、内容を議会で確認、町民の皆さんへの報告方法を協議した

結果、より詳細な内容を報告するため、別冊「町民との意見交換会における町執行部からの回答」

にて報告することとしました。

　議会だより163号と同日の行政区回覧にてお届けするとともに、町ホームページに掲載しており

ますので、ご確認ください。

　令和６年11月に「町民と議員との意見交

換会」を開催します。

　ひろの議会だより163号や「町民との意

見交換会における町執行部からの回答」の

内容、町民の皆さんが議会や町政に対し、

日頃感じていることなどについて、意見交

換を行います。

　詳細が決まり次第、開催チラシ等でご案

内します。

主な報告内容
●道の駅計画中止とその経過についての明確な説明

●役場職員の来客対応、職場環境の改善に係る取組

●学校給食への地域野菜の活用、畑作物振興の取組

●公共商業施設の品揃えの充実に係る取組

●給食費無償化の対象者別の対応

●インターハイサッカー大会に向けた環境整備の取組

　町民の皆さんの生の声を起点として、課題を発見・調査し、課題を解決・改善するための

政策提言を議会として行い、その執行について行政を監視します。

　意見交換会で声を上げていただくことで、自分の町をより良くすることに繋がります。

　意見交換会に是非お越しください。

町民と議員との意見交換会町民と議員との意見交換会

町民と議員との意見交換会

ホームページ
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一

般

質

問

一般
質問

６人６人の議員がの議員が

町政を問う町政を問う

　一般質問は、行政全般にわたって執行
機関に疑問点をただし、説明を求めたり、
所信を問いただすものです。

北郷　伯弘 ●水稲用カメムシ防除薬剤代金の補助について P14

門馬まりえ ●帯状疱疹ワクチンの助成について
●特定健診・特定保健指導について P15

西本　久雄 ●公設商業施設の施設利用について P16

渡邉　忠義

●平成28年11月に広野町部分林賠償及び契約解除された
ことに伴い、新たな取り組みとして、森林経営計画の
認定について

●森林経営計画を進めるにあたって、主伐や間伐、造林
といった施業の計画をするには、林業を担う人材確保
について

P17

高木　光雄 ●福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校について P18

西内　玄太 ●給食費補助事業について
●今後の公共交通事業の方針について P19
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一

般

質

問

北
きたごう

郷 伯
みちひろ

弘 議員

水
稲
用
カ
メ
ム
シ
防
除
剤

補
助
金
単
価
の
見
直
し
は
？

町
長
／
補
助
等
の
在
り
方
を
検
討

北
郷
…
近
年
、
出
荷
さ
れ

る
米
の
検
査
等
級
２
等
以

下
の
格
付
け
が
増
加
し
て

お
り
ま
す
。

　

理
由
と
し
て
多
い
の
が

カ
メ
ム
シ
被
害
の
多
発
に

よ
る
着
色
粒
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

カ
メ
ム
シ
防
除
に
つ
い

て
は
、
個
人
防
除
が
主
流

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
効

果
的
な
防
除
の
た
め
に
は

地
域
的
な
防
除
が
必
要
と

さ
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
福
島

さ
く
ら
農
業
協
同
組
合
に

お
い
て
は
、
無
人
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ
る
斑
点
米
カ

メ
ム
シ
類
防
除
薬
剤
散
布

を
実
施
す
る
た
め
、
希
望

者
を
募
り
取
り
ま
と
め
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
町
で
は
支

援
策
と
し
て
広
野
町
営
農

再
開
支
援
事
業
防
除
剤
等

補
助
金
に
よ
り
費
用
の
一

部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
高
齢
の
農
家
や
作
付

面
積
の
少
な
い
生
産
者
に

と
っ
て
は
、
防
除
剤
の
補

助
単
価
が
少
な
く
積
極
的

な
活
用
に
は
な
っ
て
い
な

い
状
況
で
あ
り
ま
す
。

　

補
助
金
の
見
直
し
を
行

い
、
農
家
が
積
極
的
に
防

除
を
行
い
、
防
除
面
積
を

増
や
し
、
出
荷
さ
れ
る
米

の
等
級
格
付
け
を
上
げ
、

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農

家
の
収
益
増
加
を
図
る
こ

と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

ま
す
が
、
町
長
の
考
え
を

伺
い
ま
す
。

町
長
…
農
家
の
収
益
増
加

を
図
る
た
め
、
飼
料
用
米

の
団
地
化
な
ど
担
い
手
農

家
と
連
携
し
、
丁
寧
に
意

見
を
聴
取
し
、
補
助
支
援

に
お
い
て
作
付
け
区
分
に

お
け
る
防
除
剤
の
全
体
的

に
効
果
的
な
防
除
方
法
、

補
助
等
の
在
り
方
に
つ
い

て
検
討
し
、
米
の
検
査
等

級
に
よ
る
品
質
確
保
に
取

り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

　

な
お
、
農
薬
散
布
に
よ

る
人
畜
及
び
周
辺
の
生
活

環
境
へ
の
悪
影
響
を
心
配

さ
れ
る
方
も
お
り
ま
す
の

で
、
無
人
ヘ
リ
等
に
よ
る

薬
剤
散
布
実
施
に
あ
た
っ

て
は
、
Ｊ
Ａ
福
島
さ
く
ら

農
業
協
同
組
合
な
ど
の
関

係
機
関
と
連
携
し
、
事
前

に
周
辺
住
民
に
対
し
散
布

日
時
の
周
知
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

無人ヘリコプターによるカメムシ類防除薬剤散布

●�広野町営農再開支援事業
防除剤等補助金

１　補助対象　　
　　水稲用カメムシ防除剤

２　補助率　　　
　　１／３以内

３　補助対象額
　　一般　　　上限1,500円／ 10ａ
　　無人ヘリ　上限  552円／ 10ａ
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般

質

問

門
も ん ま

馬 まりえ 議員

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導

接
種
費
用
の
助
成
は
？

町
長
／
厚
労
省
の
検
討
を
注
視

生
活
習
慣
の
改
善
は
？

町
長
／
指
導
終
了
者
全
員
が
改
善

門
馬
…
帯
状
疱
疹
は
水

痘
・
帯
状
疱
疹
ウ
イ
ル
ス

に
よ
っ
て
皮
膚
の
痛
み
や

発
疹
な
ど
が
起
こ
る
病
気

で
す
。

　

50
歳
以
上
の
人
は
帯
状

疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
接

種
対
象
と
さ
れ
て
お
り
、

接
種
す
る
こ
と
で
発
症
の

予
防
効
果
や
発
症
し
た
場

合
の
症
状
を
軽
く
す
る
効

果
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

福
島
県
内
で
帯
状
疱
疹

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
費
用
を

一
部
助
成
し
て
い
る
自
治

体
も
あ
り
ま
す
。

門
馬
…
２
０
０
８
年
か
ら

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
の

概
念
を
導
入
し
た
特
定
健

康
診
査
及
び
特
定
保
健
指

導
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

不
適
切
な
食
生
活
や
運

動
不
足
等
の
不
健
康
な
生

活
習
慣
が
生
活
習
慣
病
の

発
症
を
招
き
、
そ
の
後
重

症
化
し
て
い
く
た
め
、
早

い
時
期
か
ら
町
民
の
生
活

改
善
に
向
け
た
積
極
的
普

及
啓
発
を
一
体
的
に
行
う

こ
と
に
よ
っ
て
生
活
習
慣

病
の
予
防
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

　

２
０
０
８
年
に
特
定
健

診
を
受
診
し
、
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
を

有
す
る
者
は
何
名
で
し
た

か
。

　

町
と
し
て
予
防
接
種
法

に
基
づ
か
な
い
任
意
の
予

防
接
種
で
す
が
接
種
費
用

の
一
部
助
成
を
検
討
し
て

い
た
だ
け
る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
帯
状
疱
疹
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

現
在
、
厚
生
労
働
省
に
お

け
る
厚
生
科
学
審
議
会
予

防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科

会
予
防
接
種
基
本
方
針
部

会
で
定
期
接
種
化
の
是
非

を
議
論
し
て
お
り
ま
す
。

　

町
は
、
本
審
議
会
の
検

討
を
注
視
し
、
定
期
接
種

に
位
置
づ
け
ら
れ
た
場
合

町
長
…
４
０
０
名
の
う
ち
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
を
有
す
る
方
は
、

基
準
該
当
・
予
備
軍
を
含

め
、
１
６
９
名
で
す
。

門
馬
…
保
健
指
導
に
よ
る

早
期
介
入
実
施
者
は
何
名

で
し
た
か
。

町
長
…
２
０
０
８
年
の
早

期
介
入
実
施
者
は
、
動
機

づ
け
支
援
者
が
４
名
、
積

極
的
支
援
者
が
１
名
で
す
。

門
馬
…
そ
の
結
果
、
生
活

習
慣
の
改
善
は
何
名
あ
り

ま
し
た
か
。

町
長
…
食
事
改
善
や
運
動

習
慣
等
の
生
活
習
慣
の
改

善
が
み
ら
れ
た
方
は
、
特

定
保
健
指
導
を
終
了
し
た

５
名
全
員
で
す
。

は
、
予
防
接
種
法
に
基
づ

き
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
定
期
接
種
と
同
様
の

個
人
負
担
割
合
に
よ
り
接

種
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

定
期
接
種
と
し
て
認
め

ら
れ
な
か
っ
た
場
合
は
、

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
科

学
的
知
見
等
に
鑑
み
、
任

意
接
種
と
し
て
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
一
部
助
成
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
ま

す
。

総合健診の様子
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西
にしもと

本 久
ひ さ お

雄 議員

公
設
商
業
施
設

テ
ナ
ン
ト
使
用
の
状
況
は
？

町
長
／
４
店
舗
が
使
用

西
本
…
商
業
活
性
化
と
生

活
環
境
の
整
備
で
町
民
の

帰
還
を
促
す
こ
と
を
目
的

に
公
設
商
業
施
設
「
ひ
ろ

の
て
ら
す
」
は
平
成
28
年

の
開
始
か
ら
８
年
目
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
利
用

に
際
し
て
は
広
野
町
公
設

商
業
施
設
条
例
を
基
に
運

営
さ
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。

　

そ
こ
で
現
在
の
使
用
申

請
書
で
の
利
用
者
数
、
使

用
期
間
、
利
用
料
金
に
つ

い
て
お
伺
い
し
ま
す
。

町
長
…
利
用
料
金
等
に
つ

い
て
は
、「
広
野
町
公
設

商
業
施
設
条
例
に
定
め
る

額
を
限
度
と
し
て
町
長
の

承
認
を
受
け
て
指
定
管
理

者
が
定
め
る
。」
と
し
て

い
ま
す
。

　

区
分
と
し
て
テ
ナ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
及
び
イ
ベ
ン
ト

ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
、
テ
ナ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
は
１
か
月

１
㎡
あ
た
り
１
０
０
０
円
、

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
は
１

日
１
㎡
あ
た
り
５
０
０
円

で
算
定
し
た
額
を
利
用
料

金
と
し
て
徴
収
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

公設商業施設「ひろのてらす」

　

テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
は
、

公
設
商
業
施
設
内
の
常
設

店
舗
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー

ス
は
、
主
に
駐
車
場
や
屋

外
デ
ッ
キ
テ
ラ
ス
を
活
用

し
た
臨
時
店
舗
が
該
当
し

ま
す
。

　

テ
ナ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
で

は
現
在
、
イ
オ
ン
広
野
店
、

く
っ
ち
ー
な
、
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
マ
ー
テ
ィ
ひ
ろ
の
て

ら
す
店
、
食
と
味
の
店
か

な
め
の
４
店
舗
が
営
業
を

行
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。

　

使
用
期
間
に
つ
い
て
は
、

常
設
店
舗
の
各
使
用
者
よ

り
の
申
し
出
に
よ
る
期
間

内
と
し
て
い
ま
す
が
、
毎

年
度
、
使
用
期
間
の
更
新

を
頂
い
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、

各
使
用
者
か
ら
免
除
申
請

を
提
出
し
て
頂
き
、
第
２

期
復
興
創
生
期
間
と
な
る

令
和
７
年
度
ま
で
は
免
除

す
る
方
針
で
取
り
組
ん
で

お
り
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
度

よ
り
利
用
が
始
ま
り
、
利

用
数
、
使
用
期
間
は
１
日

あ
た
り
１
件
と
し
計
算
し
、

令
和
４
年
度
が
２
１
９
件
、

68
万
円
、
令
和
５
年
度
が

１
３
５
件
、
54
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
主
な
使
用

者
は
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や

屋
外
デ
ッ
キ
テ
ラ
ス
を
活

用
し
た
露
店
販
売
、
携
帯

電
話
会
社
に
よ
る
契
約
案

内
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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渡
わたなべ

邉 忠
ただよし

義 議員

部
分
林
契
約

林
業
人
材
確
保

契
約
解
除
森
林
の
整
備
は
？

町
長
／
町
主
体
で
整
備
を
実
施

町
の
取
組
は
？

町
長
／
人
材
育
成
に
取
り
組
む

渡
邉
…
広
野
町
の
森
林
面

積
は
、
約
４
４
３
５
ha
で
、

そ
の
内
３
１
２
ha
が
部
分

林
面
積
で
す
。

　

部
分
林
契
約
を
解
除
し

た
場
合
は
、
ふ
く
し
ま
森

林
再
生
事
業
は
利
用
で
き

な
い
と
あ
り
ま
す
。

　

部
分
林
契
約
解
除
し
た

森
林
は
採
択
さ
れ
な
い
と

す
る
な
ら
ば
、
新
た
な
取

り
組
み
と
し
て
、
森
林
経

営
計
画
を
提
案
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、「
森
林

所
有
者
」
ま
た
は
「
森
林

所
有
者
か
ら
計
画
の
委
託

を
受
け
た
者
」
が
一
体
的

渡
邉
…
福
島
県
は
、
森
林

資
源
を
活
用
す
る
た
め
に
、

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
ふ
く
し

ま
就
業
前
長
期
研
修
を
開

講
し
、
現
在
第
四
期
生
を

募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
町
も
様
々
な

支
援
策
を
講
じ
、
林
業
ア

カ
デ
ミ
ー
研
修
生
を
町
が

募
集
し
、
今
後
の
林
業
を

担
う
人
材
確
保
に
努
め
て

は
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

な
ま
と
ま
り
の
あ
る
森
林

を
対
象
に
、
単
独
ま
た
は

共
同
で
森
林
の
施
業
や
保

護
、
路
網
整
備
等
に
関
す

る
５
年
間
の
計
画
を
作
成

し
、
市
町
村
長
の
認
定
を

受
け
る
制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
に
認
定
を
受

け
た
方
は
、
補
助
金
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
の
認
定
制
度
に
つ
い

て
町
長
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

町
長
…
部
分
林
契
約
を
解

除
し
た
場
合
に
お
い
て
部

分
林
組
合
と
し
て
ふ
く
し

ま
森
林
再
生
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。

　

部
分
林
を
解
除
し
た
森

林
は
、
町
が
事
業
主
体
と

な
っ
て
、
ふ
く
し
ま
森
林

再
生
事
業
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

町
長
…
森
林
の
持
つ
機
能

を
発
揮
す
る
た
め
に
は
、

林
業
の
持
続
的
発
展
及
び

担
い
手
の
確
保
・
育
成
は

重
要
で
あ
り
、
町
は
県
に

お
け
る
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー

就
業
前
長
期
研
修
に
着
手

し
て
お
り
、
有
意
義
な
取

り
組
み
で
は
あ
る
も
の
の

研
修
期
間
が
長
く
、
研
修

に
参
加
す
る
こ
と
が
難
し

い
現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

ふ
く
し
ま
森
林
再
生
事

業
を
行
う
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
民
有
林
に
つ
い
て
、

町
は
広
野
町
森
林
整
備
計

画
に
基
づ
き
、
森
林
の
有

す
る
多
面
的
機
能
の
維
持
、

増
進
に
向
け
森
林
整
備
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

森
林
組
合
等
の
関
係
機

関
と
連
携
を
図
る
と
共
に
、

小
学
校
に
お
け
る
森
林
環

境
学
習
等
に
よ
る
間
接
的

な
啓
蒙
活
動
や
公
共
施
設

へ
の
木
材
利
用
促
進
に
取

り
組
み
、
森
林
を
育
み
次

の
世
代
へ
つ
な
い
で
い
く

人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

ふくしま森林再生事業（施工後）

ふくしま森林再生事業（施工前）
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高
た か ぎ

木 光
み つ お

雄 議員

ふ
た
ば
未
来
学
園

立
地
町
と
し
て
の
支
援
は
？

町
長
／
協
議
の
下
に
支
援
を
実
施

高
木
…
学
園
の
立
地
町
の

首
長
と
し
て
、
現
状
の
学

園
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
の
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
ふ
た
ば
未
来
学
園

の
実
践
的
な
学
び
が
地
域

の
活
性
化
に
つ
な
が
り
、

被
災
地
に
開
か
れ
た
未
来

創
造
に
向
け
て
の
日
本
の

教
育
を
創
出
し
、
国
内
、

国
際
社
会
へ
と
大
き
く
羽

ば
た
く
ふ
た
ば
未
来
学
園

を
誇
り
と
し
て
受
け
と
め

て
い
ま
す
。

高
木
…
学
園
が
開
校
し
て

か
ら
９
年
が
経
ち
、
学
園

の
運
動
活
躍
や
地
域
活
動

等
が
た
び
た
び
報
道
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

広
野
産
バ
ナ
ナ
の
６
次

化
商
品
開
発
や
行
事
参
加

の
支
援
を
受
け
て
い
る
一

方
で
、
町
か
ら
学
園
に
対

し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を

実
施
し
て
い
る
の
か
具
体

的
内
容
を
伺
い
ま
す
。

町
長
…
①
校
舎
等
敷
地
の

無
償
貸
し
付
け
、
総
合
グ

ラ
ン
ド
・
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
・
多
目
的
運
動
場
の
使

用
料
の
免
除
、
②
広
野
町

多目的運動場を使用する
女子サッカー部

町産バナナを使ったお菓子

文
化
及
び
ス
ポ
ー
ツ
振
興

基
金
を
活
用
し
た
全
国
大

会
等
に
参
加
す
る
際
の
助

成
、
③
安
心
・
安
全
な
通

学
の
確
保
に
お
い
て
、
警

戒
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
に
よ
る

巡
回
、
継
続
し
た
通
学
路

街
路
灯
・
防
犯
灯
の
整
備
、

④
津
波
時
に
お
け
る
避
難

場
所
の
確
保
、
Ｊ
Ｒ
常
磐

線
が
運
転
を
見
合
わ
せ
た

場
合
の
待
機
場
所
の
提
供
、

⑤
学
園
か
ら
ふ
る
さ
と
農

道
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
、
各
種
事
業
に
つ
い

て
、
県
と
学
園
と
の
協
議

の
下
、
支
援
に
当
た
っ
て

い
る
現
況
に
あ
り
ま
す
。

高
木
…
学
園
と
町
と
で
定

期
的
に
意
見
交
換
会
等
を

開
催
し
、
両
者
間
で
の
要

望
・
課
題
点
を
協
議
、
実

行
し
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
学
園
の
運
営
に
必

要
な
事
案
に
つ
い
て
、
随

時
、
相
互
理
解
と
協
力
の

も
と
、
協
議
し
、
諸
課
題

の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。

高
木
…
教
育
長
は
町
内
に

中
学
校
が
２
校
存
在
し
て

い
る
現
状
等
を
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
か
伺
い
ま

す
。

教
育
長
…
ふ
た
ば
未
来
学

園
中
学
校
は
郡
外
に
避
難

し
て
い
る
小
学
校
卒
業
生

の
受
け
皿
と
し
て
の
役
目

を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

中
学
校
が
２
校
存
在
し

て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

広
野
小
学
校
児
童
の
進
路

選
択
の
幅
が
広
が
り
、
早

い
時
期
か
ら
将
来
の
展
望

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

と
考
え
ま
す
。

 

広
野
中
学
校
に
入
学
し

て
く
る
Ｊ
Ｆ
Ａ
ア
カ
デ

ミ
ー
生
の
進
路
選
択
と
将

来
の
展
望
に
つ
い
て
理
解

さ
れ
る
も
の
と
解
さ
れ
ま

す
。



19 1819 18

一

般

質

問

西
にしうち

内 玄
げ ん た

太 議員

給
食
費
無
償
化

公
共
交
通
事
業

対
象
者
の
拡
充
は
？

町
長
／
国
や
県
の
動
向
を
踏
ま
え
対
応

今
後
の
方
針
は
？

町
長
／
利
用
状
況
等
を
捉
え
て
取
り
組
む

西
内
…
現
在
行
っ
て
い
る

町
立
学
校
の
給
食
費
無
償

化
事
業
を
拡
充
し
、
町
民

の
子
ど
も
が
通
っ
て
い
る

小
中
学
校
の
給
食
費
を
補

助
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

か
伺
い
ま
す
。

町
長
…
町
は
、
令
和
３
年

度
か
ら
保
護
者
の
負
担
軽

減
、
子
育
て
支
援
及
び
町

立
学
校
の
魅
力
化
を
図
る

観
点
か
ら
学
校
給
食
無
償

化
事
業
を
開
始
い
た
し
ま

し
た
。

西
内
…
町
民
バ
ス
、
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
、
過
去
に

は
タ
ク
シ
ー
利
用
料
補
助

な
ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
、
公
共
交
通
事

業
を
ど
の
よ
う
に
展
開
し

て
い
く
方
針
か
伺
い
ま
す
。

　

町
立
学
校
以
外
の
小
中

学
校
に
通
学
し
て
い
る
児

童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
要

保
護
・
準
要
保
護
就
学
援

助
事
業
及
び
被
災
児
童
生

徒
就
学
援
助
事
業
に
該
当

す
る
世
帯
に
対
し
て
給
食

費
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
学
校
給
食
無
償

化
の
取
組
実
態
や
成
果
・

課
題
に
つ
い
て
の
実
態
調

査
を
実
施
し
、
そ
の
結
果

を
踏
ま
え
、
児
童
生
徒
間

の
公
平
性
、
国
と
地
方
と

の
役
割
分
担
、
政
策
効
果

な
ど
の
観
点
や
法
制
面
か

ら
課
題
を
整
理
し
て
い
く

こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
は
、
国
や
県
の
動
向

を
踏
ま
え
、
町
立
学
校
以

外
の
小
中
学
校
に
通
学
し

て
い
る
児
童
生
徒
に
対
し

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

町
長
…
広
野
町
地
域
公
共

交
通
活
性
化
事
業
Ｎ
Ｏ
Ｓ

Ｓ
Ｅ
（
の
っ
せ
）
及
び
タ

ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
事

業
の
利
用
状
況
、
利
用
者

の
声
等
を
捉
え
、
高
齢
者

等
の
交
通
弱
者
の
移
動
手

段
を
確
保
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
地
域
公
共
交
通

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

デマンド交通（ジャンボタクシー）

ふたば未来学園中学校給食　令和６年９月２日　
出典　福島県立ふたば未来学園中学校・高等学校ホームページ
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　　　　　 〇：賛成　×：反対　議：議長　欠：欠席　病：病気等　退：退席　除：除斥　無：無記名投票

※議長は採決に加わりません。

令和６年９月　第３回定例会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

議　案
第47号

広野町特定復興産業集積区域における町税
の特例に関する条例の一部を改正する条例

９/11 ８ ７ ７ ０
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

省令の一部改正に伴い、固定資産税の課税免除に係る期限の（２年間）延長など、当該条例の一部改正が
必要となり、所要の改正をするもの。

議　案
第48号

広野町地方活力向上地域における固定資産
税の不均一課税に関する条例の一部を改正
する条例

９/11 ８ ７ ７ ０
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

省令の一部改正に伴い、固定資産税の不均一課税に係る期限を（２年間）延長するため、当該条例の一部
改正が必要となり、所要の改正をするもの。

議　案
第49号

広野町国民健康保険条例の一部を改正する
条例

９/11 ８ ７ ７ ０
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

法律の一部改正及び新型コロナウイルス感染症が五類感染症へ移行したことに伴い、当該条例の一部改正
が必要となり、所要の改正をするもの。

議　案
第50号

福島県後期高齢者医療広域連合規約の変更
について

９/11 ８ ７ ７ ０
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

法律の一部改正に伴い、現行の被保険者証は、令和６年12月２日から発行されなくなるため、本規約につ
いて所要の改正をするもの。

議　案
第51号

工事請負契約の締結について
（広野町学校給食共同調理場建設工事）

９/11 ８ ７ ６ １
原案
可決

○ ○ × 議 ○ ○ ○ ○

本工事（予定価格5000万円以上）の入札落札者と工事請負契約を締結するため、議会の議決を求めるもの。

議　案
第52号

令和５年度広野町一般会計歳入歳出決算認
定について

９/11 ８ ７ ７ ０
原案
認定

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和５年度本会計決算（歳入59億7781万円、歳出52億7637万円、実質収支５億8936万円）に監査委員の意
見をつけて提出し、議会の認定に付するもの。

議　案
第53号

令和５年度広野町国民健康保険特別会計歳
入歳出決算認定について

９/12 ８ ７ ７ ０
原案
認定

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和５年度本会計決算（歳入７億9732万円、歳出７億3099万円、実質収支は6632万円）に監査委員の意見
をつけて提出し、議会の認定に付するもの。

議　案
第54号

令和５年度広野町土地開発事業特別会計歳
入歳出決算認定について

９/12 ８ ７ ７ ０
原案
認定

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和５年度本会計決算（歳入9124万円、歳出9075万円、実質収支49万円）に監査委員の意見をつけて提出し、
議会の認定に付するもの。

議　案
第55号

令和５年度広野町公共下水道事業特別会計
歳入歳出決算認定について

９/12 ８ ７ ７ ０
原案
認定

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和５年度本会計決算（歳入１億9646万円、歳出１億4159万円、実質収支5487万円）に監査委員の意見を
つけて提出し、議会の認定に付するもの。

議　案
第56号

令和５年度広野町農業集落排水事業特別会
計歳入歳出決算認定について

９/12 ８ ７ ７ ０
原案
認定

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和５年度本会計決算（歳入3612万円、歳出3155万円、実質収支457万円）に監査委員の意見をつけて提出
し、議会の認定に付するもの。
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議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

議　案
第57号

令和５年度広野町介護保険特別会計歳入歳
出決算認定について

９/12 ８ ７ ７ ０
原案
認定

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和５年度本会計決算（歳入７億6816万円、歳出６億2400万円、実質収支１億4415万円）に監査委員の意
見をつけて提出し、議会の認定に付するもの。

議　案
第58号

令和５年度広野町後期高齢者医療特別会計
歳入歳出決算認定について

９/12 ８ ７ ７ ０
原案
認定

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

令和５年度本会計決算（歳入4163万円、歳出4076万千円、実質収支は86万円）に監査委員の意見をつけて
提出し、議会の認定に付するもの。

議　案
第59号

令和６年度広野町一般会計補正予算
（第４号）

９/13 ８ ７ 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ２億9879万円を増額するもの。主な内容は財産管理費、財政調整基金費、企画総務費、
予防費、し尿塵芥処理費、道路維持費、学校管理費 の増額計上。

議　案
第60号

令和６年度広野町国民健康保険特別会計補
正予算（第２号）

９/13 ８ ７ ７ ０
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ4702万円を増額するもの。主な内容は繰出金、予備費の増額計上。

議　案
第61号

令和６年度広野町土地開発事業特別会計補
正予算（第１号）

９/13 ８ ７ ７ ０
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ48万円を増額するもの。主な内容は一般会計への繰出金の増額計上。

議　案
第62号

令和６年度広野町介護保険特別会計補正予
算（第２号）

９/13 ８ ７ ７ ０
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ１億4415万円を増額するもの。主な内容は介護給付費準備基金積立金、償還金、一般会
計繰出金の増額計上。

議　案
第63号

令和６年度広野町後期高齢者医療特別会計
補正予算（第１号）

９/13 ８ ７ ７ ０
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ86万円を増額するもの。主な内容は後期高齢者医療保険料還付金、一般会計繰出金の増
額計上及び予備費の減額計上。

議　案
第64号

広野町教育委員会委員の任命に関する同意
を求めることについて

９/13 ８ ７ ７ ０
原案
同意

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

現委員の渡邉知文氏（折木）が10月14日付をもって任期満了となることから、同氏を適任者と認め再任す
るため、議会の同意を求めるもの。

諮　問
第１号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
とについて

９/13 ８ ７ ７ ０ 適任 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

現委員の島村智子氏（下北迫）が12月31日付けをもって任期満了となることから、同氏を適任者と認め再
度推薦するため、議会の意見を求めるもの。

諮　問
第２号

人権擁護委員の推薦につき意見を求めるこ
とについて

９/13 ８ ７ ７ ０ 適任 ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

現委員の根本耕一氏（上浅見川）が12月31日付けをもって任期満了となることから、同氏を適任者と認め
再度推薦するため、議会の意見を求めるもの。
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次回の定例会は12月です 

議会の様子を見てみませんか？

　議場傍聴席入口にある受付票に住所・氏名をご記入いただくだけで、議会を傍

聴できます。

　また、定例会の録画映像をインターネットでも配信しています。

　広野町ホームページまたは、右のＱＲコードからアクセスでき

ますので、ぜひご視聴ください。

●議会映像ホームページ　https://hirono.k-quick.net/

令和６年７月　第３回臨時会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

議　案
第43号

工事請負契約の締結について
（広野町学校給食共同調理場建設工事）

7/10 8 7 3 4
原案
否決

× ○ × 議 × ○ × ○

本工事（予定価格5000万円以上）の入札が不落となったことから、最低価格入札者に見積りを徴収し、随
意契約により工事請負契約を締結するため、議会の議決を求めるもの。

議　案
第44号

令和６年度広野町一般会計補正予算
（第３号）

7/10 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

歳入歳出それぞれ2980万円を増額するもの。主な内容は賦課徴収費の増額計上。

令和６年８月　第４回臨時会

議案等番号 件　　　　名

議 

決 

月 

日

出 

席 

者 

数

表 

決 

者 

数

賛　

   　

成

反　

   　

対

議 

決 

結 

果

議　　員　　名（議席番号順）

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

議　案
第45号

工事請負契約の締結について
（林専道狼山叶沢線（５工区）開設工事）

8/8 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

本工事（予定価格5000万円以上）の入札落札者と工事請負契約を締結するため、議会の議決を求めるもの。

議　案
第46号

工事請負契約の締結について
（林専道狼山叶沢線（６工区）開設工事）

8/8 8 7 7 0
原案
可決

○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○

本工事（予定価格5000万円以上）の入札落札者と工事請負契約を締結するため、議会の議決を求めるもの。

　　　　　 〇：賛成　×：反対　議：議長　欠：欠席　病：病気等　退：退席　除：除斥　無：無記名投票

※議長は採決に加わりません。



議案等の審議結果議案等の審議結果
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出

欠

状

況

会議等出欠状況
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令和６年７月１日～９月30日
〇:出席　×:欠席　△:遅刻、早退　-:員外　弔:弔事　研:研修　公:公務　病:病気等

月 日
曜　

日
開催会議名等

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

西
本　

久
雄

渡
邉　

忠
義

高
木　

光
雄

渡
邉　

正
俊

西
内　

玄
太

北
郷　

伯
弘

遠
藤　
　

浩

門
馬
ま
り
え

出席回数（回） 15 11 14 19 16 15 16 11

会議回数（回） 15 11 14 19 16 15 16 11

7

2 火 町村議会広報研修会（福島県町村議会議長会主催） ○ - ○ ○ ○ ○ ○ -

5 金 広報委員会 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ -

10 水 令和５年第３回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 水 広報委員会 ○ - - - ○ - - -

17 水 広野町・議会合同要望活動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 木 広野町・議会合同要望活動 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

8

5 月 総務文教常任委員会 ○ - - ○ ○ - - ○

6 火 双葉地方町村会・双葉地方町村議会議長会合同要望活動 - - - ○ - - - -

7 水 産業厚生常任委員会 - ○ ○ ○ - ○ ○ -

8 木 令和５年第４回臨時会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

20 火 町村議会正副議長・事務局長研修会 - - - ○ - - ○ -

28 水 平木復興副大臣と双葉地方町村議会議長会との意見交換会 - - - ○ - - - -

9

2 月 議会運営委員会 - ○ - ○ ○ ○ ○ ○

5 木 令和５年度決算の事前説明会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 火 令和６年第３回定例会(１日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

11 水 令和６年第３回定例会(２日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

12 木 令和６年第３回定例会(３日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

13 金 令和６年第３回定例会(４日目) ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

25 水 町村議会広報研修会（全国町村議会議長会主催） ○ - ○ ○ ○ ○ ○ -

26 木 広報委員会 ○ - ○ ○ ○ ○ ○ -

　議会の議長や、各委員長等から招集通知があり、開催された会議や研修の出欠状況です。

　このほかにも、町が主催する式典や小・中学校の発表会、広域圏組合や双葉地方町村議会議長会

が主催する会議にも出席しています。

 

　９月５日、令和６年９月10日開会の第３回定例会に先立ち、

事前に各課長から令和５年度決算の説明を受けて質疑事項を

洗い出すことにより、議会においての議論の深化及び簡明化

を図ることを目的に、事前説明会を開催しました。

　事前説明会の実施に伴い、定例会での決算審議の際に会計

管理者による決算書の読み上げを簡素化したことで、効率的

な議会運営にも繋がりました。

令和５年度決算の事前説明会

事前説明会の様子
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双
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／
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０
２
４
０
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－

４
１
６
５
（
広
野
町
議
会
事
務
局
）

あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
の
取
組
は
？

い
つ
ま
で
も
元
気
に
過
ご
す
た
め
に

編

　集

　後

　記

次
の
定
例
会
は
12
月
で
す

　

令
和
６
年
９
月
25
日
、

全
国
町
村
議
会
広
報
研

修
会
が
ニ
ッ
シ
ョ
ー

ホ
ー
ル
（
東
京
都
）
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
か
ら
約
千
名
の

議
員
・
事
務
局
職
員
が

参
加
し
、
当
議
会
か
ら

も
広
報
委
員
会
委
員
全

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ほ
ど
参
加
者
が

多
い
の
は
、
議
会
広
報

発
行
の
あ
り
方
に
戸
惑

い
を
感
じ
て
い
る
な
ど

の
共
通
の
悩
み
が
潜
在

し
て
い
る
た
め
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

我
々
広
報
委
員
会
委

員
も
こ
の
研
修
を
糧
に
、

町
民
の
皆
様
に
読
み
応

え
の
あ
る
「
議
会
だ
よ

り
」
に
な
る
よ
う
内
容

を
毎
回
改
編
、
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

発
行
・
編
集
責
任
者

議　
　

長  

渡
邉
正
俊

広
報
委
員
会

委 

員 

長  

西
内
玄
太

副
委
員
長　

西
本
久
雄

委　
　

員　

遠
藤　

浩

委　
　

員　

北
郷
伯
弘

委　
　

員　

高
木
光
雄

　

結
び
に
、
想
定
外
の

大
雨
が
発
生
し
て
お
り

ま
す
。
自
宅
周
り
や

日
常
使
用
の
道
路
等
、

再
々
点
検
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
高
木　

光
雄
）秋の便りの彼岸花

　

心
身
の
健
康
は
も
と
よ
り
、
精
神
的
に
豊
か
な
生
活
を

送
る
た
め
に
は
、
他
者
と
の
交
流
を
図
り
、
社
会
的
活
動

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

そ
こ
で
広
野
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
生
き
が
い
事
業
に

参
加
し
て
い
る
方
か
ら
ご
意
見
・
ご
感
想
を
伺
い
ま
し
た
。 

　

私
は
20
年
位
前
か
ら
社

会
福
祉
協
議
会
の
生
き
が

い
事
業
に
参
加
し
て
お
り
、

参
加
で
き
る
こ
と
が
私
の

生
き
が
い
で
す
。

　

ゲ
ー
ム
や
物
作
り
や
皆

さ
ん
と
出
掛
け
た
り
す
る

こ
と
が
楽
し
め
て
、
こ
の

事
業
を
長
く
続
け
て
欲
し

い
で
す
。 金か

な

り成　

サ
キ
さ
ん

（
下
北
迫
）

　

私
は
広
野
町
に
移
住
し

て
２
年
目
で
す
。

　

４
月
か
ら
社
会
福
祉
協

議
会
の
生
き
が
い
事
業
に

申
し
込
み
ま
し
た
。

　

知
り
合
い
を
つ
く
る
為

に
参
加
し
、
料
理
教
室
や

体
操
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
が
健
康
に
つ
な
が

り
、
と
て
も
楽
し
い
で
す
。

　

こ
の
事
業
に
参
加
す
る

た
び
に
沢
山
友
人
が
増
え

て
嬉
し
い
で
す
。

馬ば

ば場　

富と

み

こ子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　

（
下
浅
見
川
）


